
再生砕石の粒度分布と支持力との関係把握 

 

前橋工科大学 学生会員 ○堰合 悠史 

前橋工科大学 学生会員  駒木 悠  

前橋工科大学 正 会 員  土倉 泰  

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

舗装の再生利用は一般的な舗装技術であり、アスファルトコンクリート再生砕石（RA－40）はセメントコン

クリート再生砕石（RC－40）より支持力が小さいといわれている。そのため、アスファルトコンクリート再生

砕石の利用できる範囲は限られてしまう。そこで、アスファルトコンクリート再生砕石の粒度を調整すること

により十分な支持力を得ることができるかどうかを確認するために、粒度分布の異なる材料に対する CBR 試験

を行う。 

 

2222．．．．実験実験実験実験のののの概要概要概要概要    

 本研究では、アスファルトコンクリート再生砕石と

セメントコンクリート再生砕石との支持力を求めると

ともに、粒度を調整したアスファルトコンクリート再

生砕石の支持力を求める。ここでは修正CBRを比較す

る。品質規格によれば修正 CBR30％以上が必要¹⁾であ

る。なお、評価する指標として下層路盤材として使用

する際の舗装技術基準に定められている再生クラッシ

ャランの望ましい粒度範囲¹⁾（図－１）を参照して、

粒径加積曲線がこの粒度範囲に入るような粒度調整を

行った。 

 実験材料はアスファルトコンクリート再生砕石（RA

－40）とセメントコンクリート再生砕石（RC－40）を

使用する。 

 試験には、密度試験（JIS A 1202）、粒度試験（JIS A 

1204）、締固め試験（JIS A 1210）CBR試験（JIS A 1211）

を行い、修正CBRを求める。²⁾ 

 

3333．．．．実験実験実験実験のののの結果結果結果結果およびおよびおよびおよび考察考察考察考察    

図－２は粒度試験より描かれた RA－40、RC－40 そ

れぞれの粒径加積曲線である。同じ破砕機で破砕して

いるものであるが、RA－40 は RC－40 の粒度より細粒

分が多い。これはRA－40の材質がもろいためだと考え

られる。 

次に RA－40 の粒度を調整した後の粒径加積曲線を

図－３に示す。密度は RA－40 が 2.541g/㎝³、RC－40

が 2.682g/㎝³である。 
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図－１ 再生クラッシャランの粒度範囲 
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図－２ RA－40と RC－40の粒径加積曲線 
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図－３ 粒度を調整したRA－40 
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 図－４にRA－40の締固め曲線を示す。図－２で示す

粒度の材料を用いた場合と図－３で示す粒度の材料を

用いた場合で締固め曲線は異なり、両者の最適含水比

はそれぞれ 9.4％、8.3％、最大乾燥密度はそれぞれ

1.981g/㎝³、2.017g/㎝³である。品質規格で定められ

た再生クラッシャランの粒度の中央におさまるように

粒度調整した材料の方が最大乾燥密度が大きくなるこ

とがわかる。また、図－５にはRC－40の締固め曲線を

示す。最適含水比は16.3％、最大乾燥密度1.819g/㎝³

である。この結果をもとにCBR試験を行った。 

 図－６、７、８はCBR試験より描かれた乾燥密度－

CBR曲線である。修正CBRを求めると、RA－40の場合、 

図－２の粒度では31.3％、図－３の粒度では70％とな

った。また、RC－40は 103％となった。粒度調整する

前のRA－40と比べるとRC－40の修正CBRは 3倍とな

った。品質規格から評価すると、RC－40は十分にその

値を満足しているが、粒度調整前のRA－40は下限値に

近い。 

 粒度を調整したRA－40は修正CBRが70％となった。

品質規格の基準値も十分に満足しているといえる。ま

た、粒度調整前の RA－40 の修正 CBR と比較しても 2

倍以上となり、支持力が増したことがわかる。これは、

粒度調整によって粒径の大きな粒子が多く含まれるよ

うになったためと考えられる。なお、支持力の大小は

図－４の最大乾燥密度の大小と対応している。 

 

4444．．．．まとめまとめまとめまとめ    

 RC－40 の修正 CBR は RA－40 の修正 CBR の約 3倍で

あり、RA－40は RC－40より支持力が劣る。しかしRA

－40の粒度を調整することによって修正CBRが調整前

の2倍以上となった。また、下層路盤材としての使用

を考えても、基準値を十分に満足することがわかった。

粒度を調整することにより、アスファルトコンクリー

ト再生砕石の支持力をある程度は改善できることがわ

かった。 

 今後は、RA－40の粒径加積曲線を種々に設定し、異

なる粒度調整をした試験を行い、支持力の変化につい

て検討し、より支持力が大きくなる粒度について明ら

かにしたい。 
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図－４ RA－40の締固め曲線 
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図－５ RC－40の締固め曲線 
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図－６ 図―２の粒度の乾燥密度－CBR曲線 
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図－７ 図―３の粒度の乾燥密度－CBR曲線 
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図－８ RC－40の粒度の乾燥密度－CBR曲線 
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